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東北３県におけるアナログ放送終了に向けた取組みについて

○ 岩手、宮城、福島の３県におけるアナログ放送終了まで今月２２日で残り１００日となり、地
デジ移行への最終段階に入った。

○ 本年７月２４日、４４都道府県において、半世紀以上続いたアナログ放送からデジタ
ル放送への完全移行が行われたが、これは、国、放送事業者を始めとして、メーカー、販売店、
工事業者、地方自治体、デジタル放送推進協会などあらゆる関係者が一丸となって、「地デジ
が視聴できない世帯」を減らすための各種対策を講じ、国民の皆様のご理解を得ながら進め
てきたものである。

○ 来年３月３１日にデジタル放送への完全移行が行われる岩手、宮城、福島の３県におい
ても、住民の皆様が円滑にデジタル放送へ移行いただけるよう、本年７月の地上デジタル放
送への完全移行への経験を活かしつつ、更に丁寧な対応を行っていく必要がある。

○ 「新たな難視」対策や共聴施設の改修などの受信環境整備は本年内に予定どおり概ね対
応が完了する見込みとなっている。また、いわゆる「サイレント層」を始めとする住民の皆様の
デジタル対応をサポートできるよう、デジサポによる地デジ臨時相談コーナーの設置や戸別
訪問、地デジボランティアによる地デジ対応の声かけ、低所得者への受信機の支援、放送を
始めとする各種媒体を通じた周知等の対応をきめ細かに実施していく。

○ 残り１００日あらゆる関係者のご協力をいただきながら、住民の皆様へ丁寧に対応を行う
ことにより、３県において円滑に完全デジタル化を達成する。
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東北３県のデジタル化対策スケジュール

対応状況 12月 1月 2月 3月 4月～ 備考

受信環境整備

新たな難視（恒久対策）、衛星対策
辺地共聴､受信障害共聴､集合住宅共聴
等の受信環境の整備

チューナー支援

・ＮＨＫ受信料全額免除
申込４．５万件※

・非課税世帯：
申込０．３万件 ※
※平成23年11月末

周知広報・関連イ
ベントの開催

（放送による周知）

○常時告知スーパー、ローカル番組
による周知、ソフトテストの実施等

○カウントダウン表示

（受信機普及の促進）

○「声かけ地デジ化大作戦」

○新聞、ラジオ広告誌等による広報

○その他

各県で地デジ声かけ隊を
結成し、街頭での周知や
宣伝カーによる呼びかけ
各地で実施
（デジサポが実施）

コールセンター
デジサポ

○コールセンターによる電話相談対
応の実施

○地デジボランティアによる声かけ

○巡回相談の実施

○臨時相談コーナーの実施

○個別訪問の実施

アナログ
停波

申込〆切

12/22 １００日前 2/29  １か月前1/31  ２か月前 2/10  ５０日前

放送を通じ、住民のデジタル放送への移行を加速

巡回相談実施（１７拠点程度、地域巡回１５チーム）

年末年始ｺｰﾙ受付 ２４時間ｺｰﾙ受付
（アナログ停波前後２週間）

3/12～カウントダウン表示

主
要
な
対
策
完
了

約100団体、1.4万人規模で活動中

市町村単位の臨時相談コーナー設置（約５０か所･対面型）

３月までの工事となった一部施設の対応

申告による難視対応

12/22～25 
Ⅰ期

1/30～2/29
Ⅱ期

3/12～4/8 
Ⅲ期随時実施

随時実施 ※自治体広報誌等による周知も依頼中

随時実施

12/18
福島イベント

12/22
岩手、宮城イベント

12/23～25
量販店頭でのＰＲ

1/31
2か月前イベント

2/29
1か月前イベント

随時実施 2



東北３県における受信環境整備状況（１１月末現在）

受信環境整備の対策別内訳

新たな難視
（恒久対策）

暫定衛星
対策

辺地共聴
受信障害
対策共聴

集合住宅
共聴

戸建て
住宅

総数 12,335 47,153
43,003

（890施設）

275,972

（3,324施設）

634,000

（90,240施設）
1,247,000

対策済数

（対策率）

9,913

（80.3%）

46,781

（99.2％）

41,511
（860施設）

（96.5%）

275,579
（3,316施設）

（99.9％）

633,913
（90,227施設）

（99.9％）

1,245,801

（99.9％）

対策残数 5,965 2,422 372
1,492

（30施設）

393
（8施設）

87
（13施設）

1,199

岩手県 3,480 ９４０ ２８
１，３８０

（28施設）
完了 完了 １，１３２

宮城県 1,671 １，４２４ ２３
２

（1施設）

１４８

（4施設）

７

（1施設）
６７

福島県 814 ５８ ３２１
１１０

（1施設）

２４５

（4施設）

８０

（12施設）
完了

※８月末の対策残数 30,589 ６，１０４ １３，０５８
２，６３９

（61施設）

3,120

（34施設）

498

（60施設）
5,170

【単位：世帯】

○ １１月末までの対策はほぼ計画に沿って実施。対策残数約６千世帯については、１２月中に約４千世帯強の対策が見込まれ、
年内に概ね対策完了するという目標は達成。

○ なお、残りの共聴施設等の対策については、ケーブル幹線の復旧待ちである等の原因によるものであり、現時点において、年
度内の対策完了の見込みを得ている。
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東北３県におけるアナログ放送終了に向けた放送対応について

取組４：カウントダウン表示の実施（２０１２年３月１２日以降実施）

３月３１日のアナログ放送終了を周知徹底するため、３月１２日以降アナログ放送画面において、アナログ放送終了日までの残日数を明示するカ
ウントダウンスーパーを原則として常時表示（参考３参照）

取組１：告知スーパーの常時運用（２０１１年５月から順次再開）

アナログ放送で、画面の上下の黒い帯を活用した「常時告知スーパー」を２０１１年５月から順次再開し表示している。
アナログ放送終了時期や低所得者向けチューナー支援の周知等視聴者に必要な情報を放送事業者の工夫による効果的な告知内容により引

き続き提供（参考1参照）

取組５：アナログ放送の完全停波（２０１２年３月３１日）

３月３１日正午からブルーバックの「お知らせ画面」に全面移行し、同日２４時 までにアナログ放送を終了（停波）（参考４参照）

取組３：ソフトテストの実施（２０１２年１月以降随時実施）

デジタル放送への対応を効果的に促すため、アナログ放送終了の２か月前、１か月前等の節目の日等に、アナログ放送のみ、又はデジタル放
送とアナログ放送共通に、一定の時間ブルーバックや砂嵐画面を表示する取組み（「ソフトテスト」）を実施（参考２参照）

取組２：放送番組による理解醸成（随時実施中）

３月３１日アナログ放送終了を告知するＰＲスポットを各局において放送中。各県ごとに効果的に視聴者にアピールするようなＰＲスポットを制作
し放送する。また、定時番組内においても視聴者の関心に応じて積極的に取り上げる。
さらに、「声かけ地デジ化大作戦」などの広報関連イベント報道を通じて視聴者・県民の関心を喚起する。

平成２３年１２月２１日
全国デジタル放送推進協議会

【基本的な方針】

岩手、宮城、福島３県のアナログ放送が２０１２年３月３１日に円滑に終了できるよう、これまでもアナログ放送終了に向け、放送事業
者による放送画面を通じた視聴者への周知等の取組みを実施してきているが、今後この取組みをより効果的なものとなるよう進めてい
くこととする。また、国は、この取組みが円滑に実施されるよう環境整備に取り組んでいくこととする。

このため、国、日本放送協会及び民間放送事業者により構成される全国地上デジタル放送推進協議会（全国協）は、以下の取組事
項を中心とした取組みを行っていくことを基本的な方針とする。全国協の構成員である日本放送協会及び岩手、宮城、福島３県の民間
放送事業者は、国やデジサポ等の他の主体による取組みとも連携しつつ、本方針に沿って視聴者のデジタル対応の促進に取り組むこ
ととする。
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告知スーパーの常時運用

【告知内容例】

・アナログ放送は来年3月31日に終了します デジサポ○○ XXXX-XX-XXXX

・地デジ化お早めに！ デジサポ○○ XXX-XXXX-XXXX

・デジサポ○○では、2月○日から、○○市役所、○○町役場において臨時相談コーナーを設置いたしますので、ご活用下さい。

・アナログ放送終了間際はアンテナ等の工事が集中します。早めのご準備を。 デジサポ○○ XXXX-XX-XXXX

※告知内容を組み合わせて表示する場合あり

■画面表示例

（参考１）

アナログ

お問合せ【総務省地デジチューナー支援実施センター】0570-02-3724

住民税非課税世帯などに地デジチューナーを無償給付 アナログ
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ソフトテストの実施

デジタル放送・アナログ放送で
テスト画面が異なる例

「アナログ放送」
をご覧の方は…

引き続き番組をご覧になれます ブルーバックや砂嵐が
一定時間放映されます

ブルーバックや砂嵐が
一定時間放映されます

ソフトテスト実施 ソフトテスト実施

デジタル放送・アナログ放送
ともテスト画面が同じ例

（参考２）

ご覧のアナログテレビ放送は201２年３

月３１日に停止します。デジタル受信の準備
をお願いします。

＜お問い合わせ＞

デジサポ○○ XXXX-XX-XXXX

前9～後9時 (土日祝)前9～後6時

アナログテレビ放送は201２年３月３１

日に停止します。デジタル受信の準備をお願
いします。

＜お問い合わせ＞

デジサポ○○ XXXX-XX-XXXX

前9～後9時 (土日祝)前9～後6時

※ソフトテスト：アナログ放送のみ、又はデジタル放送とアナログ放送に共通して、一定の時間ブルーバックや砂嵐
画面を表示し、デジタル放送への対応を効果的に促すもの。

■画面遷移例
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カウントダウン表示の実施

■画面表示例

（参考３）

デジサポ○○ XXX－XXXX－XXXX
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アナログ放送の完全停波

２０１２年３月３１日正午～

ブルーバックの「お知らせ画面」に全面移行

２０１２年３月３１日
２４時までに停波

ご覧のアナログ放送の番組は

本日正午に終了しました。

今後はデジタル放送をお楽しみください。

＜お問い合わせ＞
デジサポ○○○

XXXX-XXX-XXX
○○○テレビ視聴者センター

XXXX-XXX-XXX

※ 「お知らせ画面」の表示内容については今後検討

（参考４）

■画面遷移例
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デジサポ（デジサポ岩手・デジサポ宮城・デジサポ福島）を拠点に活動を実施。

・２０１１年１月から展開（約100団体・1.4万人規模）
・地域で活動している団体に協力いただく

（ボーイスカウト、母親クラブ、自治体等関係者、ボラン
ティア団体、民生委員等）
・地デジ対応を促す声かけ・念押しや資料の配付
・お困りの世帯をデジサポへ御案内

高齢者、障がい者等の
未対応世帯

地デジ臨時相談コーナー
・２０１２年２月中旬～４月までの約２ヶ月間、運用
・東北３県の市町村役場等に設置

・対面による窓口での個別の相談・サポート（約５０ヶ所）、
デジサポや販売店等への取り次ぎ、臨時相談コーナーか
らの訪問対応、低所得者へのチューナー即時給付 等
・２０１１年１０月～２０１２年２月上旬の間、巡回して相談
コーナーを設置。

※「地デジボランティア」や
「地デジ臨時相談コー
ナー」等で、専門的な相談
があった場合には、各地
のデジサポへ取り次ぎ、地
デジサポーター等から専
門的に支援。

地デジサポーターによる
戸別訪問

・地域の電器店、ケーブルテレビ事業者が「地デジサ

ポーター」（約７００人）として、デジタル化をサポート
・２１・２２年度で合計６．３万世帯実施

地デジコールセンター
・アナログ放送終了に向け、順次相談体制を強化。
（停波後は順次縮小）

・前後２週間程度は２４時間体制で運用（その他の
期間は、平日９‐２１時、土日祝日９‐１８時）

地デジボランティア活動

東北３県における未対応世帯等への最終サポート体制
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東北３県のデジサポ活動予定

１２月 １月 ２月 ３月 ４月

高
齢
者
等
対
策

受
信
相
談
等

周
知
広
報
活
動

巡回相談（相談コーナー、戸別訪問等）

年末商戦

臨時相談コーナー

地デジボランティア（岩手８団体、 宮城６１団体、 福島３１団体、 全国２団体（ボーイスカウト、みらい子育てネット））

測定車等による訪問受信相談 体制の強化

終了

○か月前など節目の期間に集中してイベントを実施するとともに、
新聞・ラジオ広告等による周知を実施。

コールセンター（電話受信相談） 体制の強化

２ヶ月前 １ヶ月前 終了前後

（参考１）
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巡回相談・臨時相談コーナー概要

巡回相談 臨時相談コーナー

平成23年10月～平成24年１月 平成24年2月～4月

概 要
実施方法

・
実施内容

①自治体の拠点を巡回し、対面相談を実施
・地デジに関する受信相談
・簡易チューナーの無償給付の申請支援等

②地域巡回活動
・デジサポカーによる地デジ化の声かけ
・デマンド戸別訪問 等

①自治体の拠点に相談コーナーを設置し、定点で
の対面相談を実施
・地デジに関する受信相談
・簡易チューナー無償給付の申請支援等

②臨時相談コーナーから、機動的に戸別訪問
・アナログ放送終了後は、未受信世帯に対する
丁寧なサポートを展開

規 模※

・
開催地

岩手県
(３３市町村)

自治体拠点５ヶ所、地域巡回５チーム程度 １４ヶ所（対面。このほか簡易も調整中）

宮城県
(３５市町村)

自治体拠点９ヶ所、地域巡回３チーム程度 ２０ヶ所（対面。このほか簡易も調整中）

福島県
(５９市町村)

自治体拠点３ヶ所、地域巡回７チーム程度 １７ヶ所（対面。このほか簡易も調整中）

※規模は、今後の実施状況により変動があり得る。

（参考２）
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「声かけ地デジ化大作戦」実施概要

タ イ ト ル

実 施 エ リ ア

実施時期(案)

実 施 主 体

協 力

実 施 概 要

東北3県全域(岩手県・宮城県・福島県)

2011年12月22日(木) ～ 2012年4月8日(日)
第1期) 2011年12月22日(木) ～ 12月25日(日)     ※アナログ放送100日前～クリスマス・年末商戦 受信機普及
第2期) 2012年 1月30日(月) ～ 2月29日(水)      ※アナログ放送終了認知促進 臨時相談コーナー活用促進
第3期) 2012年 3月12日(月) ～ 4月 8日(日)      ※終了前後の最終レスキュー

主催 ： 総務省 Dpa 共催 ： 日本民間放送連盟 日本放送協会

各県地上デジタル放送推進協議会

(1)声かけ隊を結成：各県毎に「声かけ隊」を結成。（声かけ隊長を任命）

(2)街宣車による声かけ：専用車を各県1台用意 街宣を中心とした展開

(3)駅前・商店街などでの拠点声かけ：人の集まる場所等での積極的な展開

(4)自治体と連携した拠点声かけ：市町村役場などでのPR展開

(5) カウントダウン節目のイベント：100日前、２カ月前、５０日前などカウントダウン節目にちなんだイベント展開

(6) 既存イベントへの参加：イベントへの参加によるPR展開

(7) 駆け込み窓口の周知：電気店・家電量販店・ローソンなどの協力を得て相談窓口の周知徹底

岩手県：
岩手のチカラ テレビのチカラ
声かけ地デジ化大作戦

宮城県：
宮城のチカラ テレビのチカラ
声かけ地デジ化大作戦

福島県：
福島のチカラ テレビのチカラ
声かけ地デジ化大作戦

声かけ隊街宣車（岩手県仕様）

（参考３）

12


